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増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
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ま
ん
が
美
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館
）
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増田ふれあいプラザ（まんが美術館）
■

■

■

休 館 日

開館時間

入 館 料

毎週月曜日（ただし月曜日が
祝祭日の場合は翌日）
午前９時から午後５時
（午後４時30分まで入館くだ
さい）
無料

●お知らせ
●いどばたプラザ

増　田

横
手

108

342

13

★

増田

湯沢市

十文字

平鹿

十文字IC

十文字駅

醍醐駅

皆
瀬
川

増田地域局

十文字地域局

真人公園

ゆっぷる 雄
平
東
部
広
域
農
道

湯
沢
横
手
道
路

V
O
L・1

　

今
月
か
ら
始
ま

た
「
ぶ
ら
り
横
手
」

で
は

８
市
町
村
の
魅
力
あ
る
施
設
や
観

光
名
所
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

１
回

目
は

増
田
地
域
の
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ（
ま
ん
が
美
術
館
）で
す

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は

平
成
７
年
10
月

全
国
で
は
初
め
て
「
ま
ん
が
」
を
テ

マ

に
し
た
美
術
館
と
し
て
オ

プ
ン

増
田

地
域
出
身
の
漫
画
家
矢
口
高
雄
氏
の
監
修

に
よ
り
建
設
さ
れ
た

館
内
に
は

国
内

外
の
著
名
な
漫
画
家
の
原
画
を
常
時
展
示

そ
の
ほ
か

矢
口
氏
の
ア
ト
リ
エ
（
作
業

現
場
）
を
再
現
し
た
コ

ナ

ま
ん
が

の
単
行
本
や
週
間
漫
画
等
を
自
由
に
読
む

こ
と
が
で
き
る
コ

ナ

が
用
意
さ
れ
て

い
て

ま
ん
が
文
化
と
そ
の
魅
力
を
存
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

ま
た

春
の

大
型
連
休
や
夏
休
み
期
間
中
に
は

特
別

企
画
展
も
開
催
さ
れ
て
お
り

国
内
で
も

数
少
な
い
多
様
な
漫
画
文
化
を
紹
介
す
る

施
設
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
は

ま
ん
が
美
術

館
の
ほ
か
図
書
館
も
併
設
さ
れ
て
い
る

５
０
０
人
収

容
の
コ
ン
ベ

ン
シ

ン
ホ

ル

大
小

の
研
修
室
も

あ
り

子
ど

も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ

ん
の
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
目

的
で
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る

取
材
当
日
も

地
元
中
学
校
の
定
期
演
奏
会
や
増
田
地
域

セ
ン
タ

の
ミ
ニ
企
画
展
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
た
め

玄
関
ホ

ル
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た

　

今
年
７
月
に
は
開
館
10
年
で
来
場
者
が

１
０
０
万
人
を
突
破

一
年
を
通
し

た

く
さ
ん
の
催
し
物
が
予
定
さ
れ
て
い
て

常
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
増
田
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ

今
後
も
新
市
の
観
光
拠
点
施
設

と
し
て

ま
た

世
界
に
向
け
た
ま
ん
が

文
化
の
発
信
基
地
と
し
て
大
い
に
活
用
さ

れ
そ
う
で
す

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
来
館
を

スロープで構成された美術館内



　　

８
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新

横
手
市
の
初
代
市
長
と
し
て

ま
ず
始
め

に
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
『
夢
あ
ふ
れ
る
暮

ら
し
』
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す

　

旧
横
手
市
の
市
長
と
し
て
８
年
半
の
行

政
経
験
が
あ
る
わ
け
で
す
が

そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
市
政
運
営
で
は
な
く

全
く

新
し
い
仕
事
に
就
く
と
い
う
気
持
ち
で

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

　

新
市
発
足
ま
で
に
続
け
ら
れ
て
き
た
合

併
協
議
の
中
で

合
併
後
に
調
整
す
る
と

し
た
項
目
に
つ
い
て
は

す
み
や
か
に
協

議
を
進
め

そ
の
姿
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

示
し
た
い
と
思
い
ま
す

少
子
化
対
策
や

除
雪
の
問
題
等

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱

え
る
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
は

地
域
協

議
会
の
機
能
を
最
大
限
活
用
し

皆
さ
ん

の
声
を
直
接
聞
き

市
政
運
営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す

　

市
民
と
行
政

双
方
向
の
話
し
合
い
の

も
と
で
政
策
を
展
開
で
き
れ
ば

こ
れ
ま

で
よ
り
数
段
質
の
高
い
サ

ビ
ス
を
提
供

で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
　

　

山
積
す
る
課
題
の
中
で
政
策
の「
核
」

と
し
た
い
の
が
雇
用
問
題
で
す

　

働
く
場
の
不
足
は

若
者
の
都
会
へ
の

流
出
を
生
み

人
口
の
減
少
や
少
子
化
問

題
へ
も
発
展
す
る
な
ど

そ
の
影
響
は
図

り
し
れ
ま
せ
ん

し
か
し

逆
に
言
う
と

雇
用
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

た
く
さ
ん

の
可
能
性
を
秘
め

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

解
決
す
る
糸
口
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す

主
力
産
業
で
あ
る
農
業
は
も
ち
ろ
ん

商

工
業
や
観
光
な
ど

考
え
得
る
全
て
の
分

野
に

あ
ら
ゆ
る
政
策
を
活
用
し

雇
用

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す

　　

ご
承
知
の
と
お
り

私
た
ち
を
取
り
巻

く
経
済
情
勢
は

高
度
経
済
成
長
や
安
定

成
長
と
い

た
も
の
で
は
な
く

バ
ラ
色

の
市
政
運
営
を
展
開
で
き
る
環
境
に
は
あ

り
ま
せ
ん

こ
れ
ま
で
よ
り
サ

ビ
ス
が

向
上
す
る
も
の
も
あ
れ
ば

負
担
が
増
え

る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

市
民
と
行

政
の
相
互
理
解
の
も
と
「
何
が
必
要
か
」

「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
見
き
わ
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り

身
の
丈
に
あ

た
サ

ビ
ス
に
満
足
感
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は

市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
基
調
に
な
り
ま
す

互
い
に
知
恵

を
出
し
合
い

喜
び
も
苦
し
み
も
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
た
な
ら

す
ば
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

う
か

　

光
り
輝
く
市
を
目
指
し

新
横
手
市
の

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
　
　
　
　
　
　
　

　10月１日に誕生した新横手市の市長選挙が10月23

日に執行され、旧横手市長を務めていた五十嵐忠悦
氏が当選を果たしました。この選挙には３氏が立候
補。16日から22日まで７日間、選挙戦を繰り広げま
した。投票は一部の地域を除き午前７時から午後７
時まで、市内99か所の投票所で実施され、午後８時
15分から横手体育館で開票作業が行われました。そ
の結果、五十嵐氏が有効投票数72,137票の約44％に
あたる31,886票を獲得し、初代横手市長の座に就き
ました。

昭和22年７月18日横手市生まれ。
県立横手高等学校、武蔵大学経
済学部卒。平成９年４月に旧横
手市長に就任。以来17年９月ま
での８年６か月間市長を務める。
横手市出身。58歳。

　横手市 初代市長に

投票率は84.03％
関心の高さ示す

い が ら し ち ゅ う え つ

10・23 
選挙速報

（横手市選挙管理委員会発表）

当五十嵐　忠　悦
柿　 　幹　夫
永　瀬　良　孝

有効投票数／72,137票　　無効投票数／1,120票
持ち帰り・不受理／なし　投票率／84.03％

31,886票
25,514票
14,737票

横手市長選挙結果

（横手市選挙管理委員会発表）地域別投票状況

新

出迎えた職員から花束を受け取る
五十嵐忠悦横手市長

地 域 名
横 手
増 田
平 鹿
雄 物 川
大 森
十 文 字
山 内
大 雄

有権者数
32,492

7,159

12,087

9,150

6,342

11,602

3,669

4,677

投票者数
25,918

5,855

10,524

7,999

5,648

9,831

3,293

4,189

投票率
79.77

81.79

87.07

87.42

89.06

84.74

89.75

89.57

【単位：人・％】

光
り
輝
く
市
を
目
指
し

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
が
抱
え
る
不
安
の
解
消
を

市
民
と
行
政
の
相
互
理
解
が
不
可
欠

「
雇
用
問
題
」を
政
策
の
核
に

新
た
な
気
持
ち
で
市
政
運
営
を

就
任
イ
ン
タ
ビ

新
横
手
市
の
初
代
市
長
に
就
任
し
た
五
十
嵐
忠
悦
氏

に

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
抱
負
を
語

て
い
た
だ

き
ま
し
た

五十嵐忠悦氏
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市政を担う
34人の議員が誕生

赤川　堅一郎　氏

佐々木　誠　氏上田　隆　氏

齋藤　光司　氏

塩田　勉　氏

田中　敏雄　氏

播磨　博一　氏

土田 　百合子　氏

佐々木　喜一　氏

佐藤　功　氏

立身　万千子　氏

　安　進一　氏

阿部　信孝　氏

奥山　豊　氏

菅　篤司　氏

佐藤　清春　氏

土田　祐輝　氏

近江　湖　　氏

佐藤　誠洋　氏

阿部　正夫　氏

菅原　恵悦　氏 木村　清貴　氏

　橋　大　氏

堀田　賢逸　氏

小笠原　恒男　氏 石山　米男　氏

柿崎　実　氏

佐藤　忠久　氏

寿松木　孝　氏

石井　正志　氏

横手市議会議員一般選挙
開票結果

赤川堅一郎
土田百合子
木村　清貴
石山　米男
齋藤　光司
佐々木喜一
奥山　　豊
佐藤　誠洋
　橋　　大
柿崎　　実
塩田　　勉
佐藤　　功
菅　　篤司
阿部　正夫
堀田　賢逸
佐藤　忠久
田中　敏雄
立身万千子
佐藤　清春
菅原　恵悦
小笠原恒男
寿松木　孝
播磨　博一
　安　進一
土田　祐輝
柿　　孝一
佐藤　　雄
石井　正志
　橋　勝義
阿部　信孝
近江　湖
佐々木　誠
　橋　　謙
上田　　隆
小沢　秀宏
伊藤　裕文
鈴木　勝雄
松澤　武弘
　村　　功
石橋　嘉雄
東海林順一
遠藤　忠裕
梅津　克義
高橋　聖悟
春日　清孝
林　　勇治
小野　正伸
萱森　真雄
齊藤　　勇
佐藤　勇蔵
深澤　重俊
黒澤　正巳
加藤　完二
眞田　　志
谷藤　清人
佐藤　昇悟
　山　昭信
佐藤　幸男
武内　竹蔵
松井　隆一
石橋　一則
樋渡　哲男
佐藤　良一
佐藤　　雄
中村　良夫
小林　昭一
菊地　謙逸
佐々木一志
菊地　円藏
福田　清広
伊藤　政美
木元準一郎
伊藤　和夫

2,362.000
2,107.806
2,088.844
1,603.000
1,579.548
1,561.357
1,560.000
1,451.367
1,412.867
1,397.313
1,335.000
1,301.038
1,274.000
1,273.363
1,272.478
1,246.751
1,210.000
1,181.000
1,180.552
1,170.000
1,168.000
1,137.856
1,112.000
1,107.000
1,088.193
1,076.686
1,071.223
1,058.000
1,054.262
1,031.636
1,027.000
1,021.043
1,013.491
　963.000
　956.000
　952.286
　940.143
　926.000
　911.842
　909.776
　903.000
　898.000
　875.363
　875.014
　866.155
　858.000
　857.000
　845.000
　822.451
　807.429
　802.000
　796.568
　782.000
　781.000
　763.000
　735.212
　703.000
　675.031
　653.000
　647.000
　644.350
　614.000
　592.783
　587.768
　568.872
　538.000
　536.241
　467.599
　433.279
　393.000
　221.353
　219.000
　205.790

（横手）
（横手）
（山内）
（増田）
（十文字）
（増田）
（大雄）
（平鹿）
（十文字）
（横手）
（雄物川）
（横手）
（大雄）
（大森）
（平鹿）
（大森）
（横手）
（横手）
（雄物川）
（十文字）
（雄物川）
（大雄）
（雄物川）
（大森）
（横手）
（十文字）
（平鹿）
（横手）
（横手）
（横手）
（横手）
（十文字）
（十文字）
（大森）
（雄物川）
（横手）
（横手）
（平鹿）
（横手）
（雄物川）
（平鹿）
（平鹿）
（十文字）
（横手）
（横手）
（増田）
（横手）
（横手）
（十文字）
（大森）
（平鹿）
（横手）
（横手）
（雄物川）
（山内）
（大森）
（十文字）
（横手）
（平鹿）
（増田）
（横手）
（山内）
（雄物川）
（十文字）
（山内）
（平鹿）
（平鹿）
（平鹿）
（十文字）
（大森）
（横手）
（増田）
（増田）

当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当

次

候補者名 得票数 地域名

　横手平鹿８市町村が合併し10

月１日に誕生した、新「横手市」
の市議会議員一般選挙の投票が、
10月23日に市内99ヵ所の投票所
で行われ、午後８時15分から横
手体育館で即日開票されました。

地域名
横 手
増 田
平 鹿
雄物川
大 森
十文字
山 内
大 雄

有権者数
32,492

7,159

12,087

9,150

6,342

11,602

3,669

4,677

投票者数
25,918

5,855

10,524

7,999

5,648

9,831

3,293

4,189

投票率
79.77

81.79

87.07

87.42

89.06

84.74

89.75

89.57

横手市議会議員一般選挙投開票結果

区 分

当日の有権者数

当日の投票者数

期日前投票者数

投　票　者　数

投　　票　　率

女

46,371

32,280

6,942

39,222

84.58

男

40,807

28,894

 5,140

34,034

 83.40

計

87,178

61,174

12,082

73,256

84.03

【単位：人・％】

　



上宮第一幼稚園
上宮第二幼稚園
こひつじ幼稚園
土 屋 幼 稚 園

（　32－6075）
（　33－2755）
（　42－3881）
（　32－8817）

東
部
斎
場
が
完
成
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05.11.0
1

街から
あなた

へ

行政
情報
便保育園・幼稚園

入園申込みを開始

街からあなたへ～行政情報便～

17
年
11
月
18
日
か
ら
利
用
開
始

　

横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合
が

平
成
15
年
度
か
ら
元
判
場
地
内
（
現

在
の
東
部
斎
場
付
近
）
に
建
設
を
進

め
て
き
た
新
し
い
東
部
斎
場
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
11
月
17
日
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
、
翌
日
の
18
日
か
ら
供
用

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
斎
場
は
各
室
の
ス
ペ

ー
ス
が
狭
く
、
ま
た
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
た
た
め
利
用
者
の
方
に
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。
新
し
い

斎
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
２

階
建
て
、
建
築
面
積
１
、
４
２
６　

、

延
べ
床
面
積
１
、
３
７
２　

で
各
室

と
も
十
分
な
広
さ
を
確
保
し
た
ほ
か
、

火
葬
炉
を
こ
れ
ま
で
よ
り
１
基
多
い

３
基
と
し
、
全
館
空
調
設
備
完
備
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
横
手
市
に
は
東
部
斎
場
、

南
部
斎
場
、
西
部
斎
場
の
３
施
設
が

あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
合
併
に
よ
り

従
来
の
地
域
割
り
は
撤
廃
さ
れ
、
希

望
さ
れ
る
施
設
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
施
設

毎
に
格
差
が
あ
っ
た
料
金
も
全
施
設

統
一
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
（　

３
５
ー
２
１
８
４
）
ま
で
。

平成18年度

・対　象　保護者が仕事や病気などで、日常児童を保
　　　　　育できない家庭の０歳から小学校入学前の
　　　　　乳幼児
・期　間　11月1日(火）～12月28日（水）
・申込み　地域局における窓口は下記のとおりですが、
　　　　　いずれの地域局でも入所申し込みができま
　　　　　す
・決　定　入所決定は来年３月となります

・受　付　10月１日から受付を開始しています
・対　象　満３歳以上の小学校入学前の幼児であれば
　　　　　誰でも入園できます
・申込み　入園を希望する幼稚園へお申し込みくださ
　　　　　い

平成18年度の保育園・幼稚園への入園申込み
が始まりました。市には、33の保育所と４つ
の幼稚園があり、どの施設へも入園が可能で
す。申込書は各地域局や保育所に設置してあ
りますので、入園を予定されている方は、忘
れずにお申込みください。

下鍋倉保育所
吉田保育所
浅舞感恩講保育園
樽見内保育園
醍醐保育園
沼館保育園
里見保育所･２歳児～
福地保育所･３歳児～
舘合保育所･３歳児～
大沢保育所･３歳児～
大森保育園
川西保育所
白山保育所
前田保育所･３歳児～

福祉保健課へお申し込みくだ
い。
福祉保健課へお申し込みくだ
い。

へき地保育所においては、保
育所または福祉保健課へお申
込みください。

へき地保育所においては、保
育所または福祉保健課へお申
込みください。

問合せ先

・平鹿地域局（　24－1114）
・雄物川地域局（　22－2157）
・大森地域局（　26－4030）

ま す だ 保 育 園
十 文 字 保 育 所
三 重 保 育 所
植 田 保 育 所
睦 合 保 育 所
たいゆう保育園
さんない保育園

子育て支援センターへお申し
込みくだい。
子育て支援センターへお申し
込みくだい。

問合せ先

・増田地域局（　45－4637）
・十文字地域局（　55－2255）
・大雄地域局（　56－5061）
・山内地域局（　53－2172）

※申込書は各保育所にも設置しています。
　問合せは、各地域局または下記へ
　横手市役所大森庁舎　子育て支援課
　　26-2113　内線(3521・3522）　

■保育園

■幼稚園

横 手 幼 児 園
横 手 マ リ ア 園
ア ソ カ 保 育 園
明 照 保 育 園
白 梅 保 育 園
和 光 保 育 園
相 愛 保 育 園
常 盤 保 育 園
む つ み 保 育 園
旭 保 育 園
金 沢 保 育 園
みいりの保育園

福祉保健課、各公民館、保健
センター、交流センターに設
置してある申込書に記入し、
第一入所希望保育所へお申し
込みください。  

福祉保健課、各公民館、保健
センター、交流センターに設
置してある申込書に記入し、
第一入所希望保育所へお申し
込みください。  

問合せ先

・横手地域局（　32－2710）

　各幼稚園へ。　各幼稚園へ。

13歳以上の者

13歳以下の者（小学生以下の者）

死胎児

上肢下肢

葬儀場（横手市南部斎場のみ）

１体につき

１体につき

１体につき

上肢下肢

葬儀１回につき

5,000円

4,000円

3,000円

3,000円

2,000円

20,000円

17,000円

10,000円

10,000円

8,000円

種　別

【統一利用料金】

単　位
使用料の額

横手市民 他市町村住民

（上）新しく生まれ変わった東部斎場
（右）広々とした休憩室も完備

明るく開放的なロビー

環　境

税　務

●身分証明書として認められ
　るもの
運転免許証、旅券、住民基本
台帳カード、健康保険証、納
税通知書、年金手帳、船員手
帳、海技免状、猟銃・空気銃
所持許可証、戦傷病者手帳、
無線従事者免許証、身体障害
者手帳、療育手帳、官公庁職
員身分証明書、写真のある社
員証及び学生証、外国人登録
証明書、これらと同様の書類

　不正な証明書の取得を防止するため、税証明書などの交付申請の
際は、申請者の身分を確認する証明書を提示していただくことにな
りました。
　なお、12月末までは、周知期間として従来の方法で本人確認をす
ることもありますが、平成18年１月１日からは、身分証明書の提示
がない場合、税証明書の発行や軽自動車の登録廃車などの手続きは
出来ませんので、忘れずにお持ちください。
●身分証明書の提示が必要な場合
　㈰市税の所得証明㈪課税証明㈫納税証明
　㈬固定資産税関係の証明の請求や閲覧
●身分証明書の提示がいらない場合
　㈰軽自動車の車検用納税証明㈪法人の営業証明書

◆税証明書などの交付申請の際は◆

身分証明書の提示が必要になります

●問合せ　横手市民税課（　32-2510）、資産税課（　32-2517）、納税課（　32-2518）

問合せ先
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　死亡事故ゼロ1,500日を達成し
たとして９月28日、雄物川町役
場で県と県警察本部から表彰状
が伝達されました。
　雄物川町では平成13年８月13

日に東里地内の町道で発生した
死亡事故以来、死亡事故ゼロが
続いており、９月21日で1,500日
を達成。県内では大雄村に続い
て２番目に長い記録です。

■死亡事故ゼロ1,500日
（雄物川）

　吉田地区生涯学習センターの
グランドゴルフ場が日本グラウ
ンドゴルフ協会認定コースとな
ったことを記念する大会が、10

月10日に開催されました。
　参加したのは、吉田地区にお
住まいの皆さん約70人。「ホール
ポスト」と呼ばれる目標をめが
けてボールを打ち込み、打数を
競い合いました。

■記念大会を開催
（平鹿）

　体育の日の10月10日、増田総
合体育館などを会場に「スポー
ツのつどい」が開かれ、約300人
の市民が参加しました。
　参加者らは、卓球やグラウン
ドゴルフ、ウォーキング、８人
制バレーボールなどの種目に挑
戦。子どもたちには初体験とな
る種目も多く、悪戦苦闘しなが
らも、心地よい汗を流しました。

目指せ!まつたけ
■まつたけマラソンに715人（雄物川）

　10月10日、第18回雄物川まつたけマラソン大会が行
われ、県内外から参加した715人が入賞賞品のまつたけ
を目指し、日頃鍛えた健脚を競い合いました。
　大会は雄物川地域局前をスタート・ゴールに、年齢
別・男女別・距離別の計14部門で競われ、各部門の上
位６位までに賞品としてまつたけが贈られたほか、参
加者全員にまつたけご飯が振る舞われました。
　参加した選手たちは、沿道に詰め掛けた多くの方々
から送られる盛んな声援に後押しされ、懸命にゴール
を目指していました。

ミスりんご３人が決定
■恒例の「りんごまつり」を開催（増田）

■スポーツの集い開催
（増田）

　10月15日、横手南小学校裏の
愛宕山に設けられた植樹林の下
草刈りが行われました。
　水環境を守る樹木を育てるた
め、２年前に市民の手によって
植えられたのはブナやカエデな
ど約500本。小雨が降るあいに
くの天気の中、参加者は、木の
周りに生えた雑草をカマで丁寧
に刈り取っていました。

■森づくりボランティア
（横手）

　10月16日、大雄のふれあいホ
ール周辺にて「2005大雄地域産
業文化祭」が開催されました。
　晴天の中、会場には農産物や
加工品、特産品の即売テント等
が立ち並び、たくさんの来場者
で賑いました。また、納豆汁の
無料配布コーナーには、行列が
でき、来場者は秋の味覚に舌つ
づみを打っていました。

■産業文化祭を開催
（大雄）

　10月13日、さんない保育園の
ひまわり組の皆さんがさつまい
も掘りを体験しました。
　普段食べ慣れた甘くておいし
いさつまいもも、自分で掘るの
は初めてという子どもたちばか
り。土を深く掘ったり、長く伸
びたツルを引っ張ったりしなが
ら、恵みの秋を体いっぱいに感
じていました。

■園児がいも掘り体験
（山内）

　10月18日、十文字地域の料飲
組合（佐藤文夫会長）の皆さんが、
特別養護老人ホーム「憩寿園」
を訪問し、お寿司やいものこ汁
などの料理をプレゼントしまし
た。
　入所者らは、目の前で行われ
た寿司職人による実演を眺めな
がら、できたてのお寿司を満足
そうに味わっていました。

■お寿司をどうぞ
（十文字）

　10月８日、県南地区の有力ス
ーパーが主催する「Ｓ＆Ｂちび
っこマラソン大会」がリゾート
村周辺を会場に行われました。
　あいにくの雨の中、県内各地
から参加した264人の小学生た
ちは、跳ねた泥で背中を真っ黒
にし、ずぶ濡れになりながらも、
一生懸命にゴールを目指しまし
た。

■雨の中を力走
（大森）

opicsT

留学生ら東北の秋を満喫
■「東北・秋の収穫体験2005」（横手・山内）

　10月８日からの３日間、千葉県浦安市にある明海大
学に通う留学生が横手を訪れ、母国や千葉県では触れ
たことのない秋の東北ならではの生活を体験しました。
　この取り組みは、国際交流の推進を目的に旧横手市
と山内村が平成７年から共同で実施しているもので、
今回訪れたのは、中国や韓国、ネパール国籍の学生11
人。横手地域と山内地域の家庭にそれぞれホームステ
ィしながら、地域の農園でりんごやぶどう、いものこ
の収穫を体験、秋の味覚を満喫しました。

本気でやる農業体験ツアー
■俳優・永島敏行さんが稲刈り体験（十文字）

　毎年恒例となった俳優の永島敏行さん一行の「本気
でやる農業体験ツアーinじゅうもんじ」が、10月９日
に十文字町新関地内において行われました。
　秋晴れの中、一行35人と地元の参加者は、稲刈りや
はさ掛けなどといった農作業に、一緒に汗を流しまし
た。稲刈り作業を満喫した永島さんは「今年の収穫量
は少ないようですが、味は良さそうですね」と、手作
りの稲の感触を確かめながら、うれしそうに話してく
れました。ぶどうの収穫方法を学ぶ明海大学の留学生 稲刈り体験で汗を流した永島敏行さん（右）

第40代ミスりんご。左から播磨さん、木村さん、藤井さん ゴールを目指し、一斉にスタート皮の長さを競う「りんご皮むき競争」

North

East

West

South

東西南北東西南北
ニュース

題題話話のの域域地地

　10月９日、恒例のりんごまつりがが真人公園を会場
に行われ、ミスりんご３人が選出されました。
　今年で40回を数えるコンテストには、横手市を中心
に秋田市や湯沢市などから16人が出場。りんごのよう
な明るい容姿・態度を基準に審査が行われ、第40代の
ミスりんごに、木村沙緒利さん（美郷町）、播磨佳奈恵
さん（雄物川）、藤井愛さん（増田）の３人が選ばれまし
た。３人は来年１月からの１年間、横手市のキャンペ
ーンガールとして、観光や物産等のＰＲ活動に参加す

る予定です。
　このほか、リンゴ
の唄コンクールやり
んご皮むき競争、三
平そば早食い競争な
どが行われ、数々の
イベントで終日にぎ
わいを見せました。
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大
沢
小
学
校
は
雄
物
川
地
区
の
西
側
の
山
と
森
に
め

ぐ
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ

て

グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
は
横
手
盆
地
が
一
望
で
き
ま
す

　

私
た
ち
は

10
月
17
日
に
全
校
児
童
55
人
で
学
校
の

近
く
に
あ
る
畑（
わ
く
わ
く
畑
）で
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
を
し
ま
し
た

こ
の
畑
は

５
月
28
日
に
全
校

児
童
が
４
班
に
別
れ
て

サ
ツ
マ
イ
モ
と
班
毎
に
違
う

野
菜
（
キ

ウ
リ

枝
豆

ジ

ガ
イ
モ
な
ど
）
の
栽

培
に
挑
戦
し
た
も
の
で

自
分
た
ち
で
草
む
し
り
な
ど

を
し
て

心
を
こ
め
て
育
て
ま
し
た

　

実
際
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
掘

て
み

る
と

以
外
に
い

ぱ
い
収
穫
で
き

て
ビ

ク
リ
自

分
の
顔
ぐ
ら
い
の

大
き
な
サ
ツ
マ
イ

モ
も
収
穫
で
き
て

楽
し
か

た
で
す

　

自
分
た
ち
で
育

て

収
穫
し
た
こ

と
で

お
う
ち
の

人
や
農
家
の
人
の

大
変
さ
を
実
感
し

ま
し
た

自
分
た

ち
で
育
て
た
さ
つ

ま
い
も
を
食
べ
る

の
が
楽
し
み
で
す　

11
月
３
日
に
結
婚
50
年
を
迎
え
る

小
田
嶋
さ
ん
夫
妻

仲
む
つ
ま
じ
く

今
号
の
表
紙
も
飾

て
く
れ
ま
し
た

　

小
田
嶋
さ
ん
夫
妻
は
昭
和
30
年
に

お
見
合
い
結
婚

ア
ヤ
さ
ん
は
横
手

市
黒
川
か
ら
大
雄
村
に
嫁
入
り
し
ま

し
た

農
業
を
営
み
な
が
ら
生
計
を

立
て

互
い
に
手
を
取
り
合

て
50

年

現
在
は
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
と
３

人
の
お
孫
さ
ん
に
囲
ま
れ
た

明
る

く
に
ぎ
や
か
な
毎
日
を
送

て
い
ま

す
　

「
う
ち
の
か
み
さ
ん
は
真
面
目
で

優
し
い
か
ら

人
に
頼
み
ご
と
を
さ

れ
る
と
い
や
と
言
え
な
い
性
格

世

の
た
め
人
の
た
め

ど
ん
な
仕
事
も

こ
な
し
た
よ

小
言
も
言
わ
ず

本

当
に
が
ん
ば

た
人
だ
よ
」
と
貞
一

さ
ん
は
ア
ヤ
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
す

　

お
孫
さ
ん
の
成
長
を
見
守
る
こ
と

が
何
よ
り
の
楽
し
み
と
い
う
お
二
人

野
球
や
バ
レ

ボ

ル

書
道
な
ど

で
活
躍
す
る
３
人
の
お
孫
さ
ん
の
応

援
に
出
か
け
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の

幸
せ
な
時
間
で
す

　

「
こ
れ
ま
で
大
病
も
せ
ず

健
康

で
い
ら
れ
た
こ
と
が
仲
良
し
の
秘
訣

温
泉
め
ぐ
り
を
し
た
り

孫
の
応
援

に
で
か
け
た
り

こ
れ
ま
で
以
上
に

支
え
合
い
な
が
ら

家
族
仲
良
く
暮

ら
し
て
い
き
た
い
」
と
節
目
の
喜
び

を
語

て
く
れ
ま
し
た
　

　親子２代で石材店を営む笹さん宅。
勝也さんは地元の人気バンド「ホザ
ネーズ」の中心人物として活躍中。
奥さんの智恵子さんも子どもたちへ
の読み聞かせで活躍。弘子さんは婦
人会活動に、子どもたちも勉学に部
活動にと忙しい毎日。「皆がせわしな
い（忙しい）ことが元気の源。家族が
笑顔で過ごせる秘訣です」と
勝也さんは語ってくれました。

「せわしなさ」が元気の源
・・・・・

大
沢
小
学
校（
雄
物
川
）

（増田）

全
校
児
童
で

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

フ

ト
サ
ル
サ

ク
ル（
横
手
）

「
マ
ス
タ

ず
」

小田嶋貞一さん（74歳）
　　　アヤさん（71歳）

（大雄）

（十文字）

◆今月の記者
　大沢小学校６年
　東海林　眞子さん（右）
　山　原　真実さん（左）

笹さんご一家

高橋優子さん
（20歳・Ａ型・やぎ座）

ささ

（後列左から）
笹千代松さん（78歳）
笹　勝也さん（47歳）
笹智恵子さん（45歳）
笹友希恵さん（17歳）
（前列左から）
笹　弘子さん（73歳）
笹智奈津さん（10歳）
笹友香理さん（13歳）

かがやきかがやき

サークル紹介
　

一
般
的
な
サ

カ

に
比
べ

狭
い
ス
ペ

ス

と
少
な
い
人
数
で
で
き
る
こ
と
が
魅
力
の
「
フ

ト
サ
ル
」

マ
ス
タ

ず
は

横
手
市
内
に
い
く

つ
か
あ
る
チ

ム
の
中
で
も

結
成
か
ら
約
半
年

と
い
う
若
い
チ

ム
で
す
　

　

は
じ
め
は

選
手
兼
監
督
で
あ
る
小
野
原
篤
さ
ん
の
職
場
の
仲
間
だ
け
で
ス

タ

ト
し
た
こ
の
チ

ム
も

練
習
試
合
な
ど
で
交
流
を
重
ね

現
在
は
市
内

全
域
か
ら
20
人
以
上
が
集
ま
る
ま
で
に
そ
の
輪
が
広
ま

て
い
ま
す

　

「
フ

ト
サ
ル
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ン
バ

の
目
下
の
悩
み

は
練
習
場
所
を
確
保
す
る
こ
と

同
じ
悩
み
は

市
内
の
他
の
チ

ム
も
抱
え

て
い
る
そ
う
で

人
気
急
上
昇
中
の
ス

ポ

ツ
で
あ
り
な
が
ら
定
期
的
に
練
習

で
き
る
設
備
・
環
境
が
整

て
い
な
い

の
が
実
情
の
よ
う
で
す

　

「
シ

ト
が
豪
快
に
決
ま

た
と

き
の
快
感
は

初
心
者
で
も
味
わ
え
ま

す
！
」
と
小
野
原
さ
ん
が
語
る
と
お
り

年
齢

性
別
を
問
わ
ず
誰
に
で
も
楽
し

め
る
こ
の
ス
ポ

ツ

サ

カ

フ

ン
は
も
ち
ろ
ん

ス
ポ

ツ
で
汗
を
流

し
た
い
と
い
う
方
は

ぜ
ひ
チ

レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
問
合
せ　

小
野
原
さ
ん

　

pj.
o c

.li
a

mt
oh

@ a
r a

ho
no

-a

☆自分の性格について
　人見知りします。
☆好きな歌手は？
　「ゆず」。コンサートに
　も行きました。
☆好きなタイプは？
　一緒にいて楽しい人。

　名前の通りの「優しい」
雰囲気で、入所者の方に
話しかけている姿が印象
的でした。

　十文字町の特別養護老人ホーム「憩寿園」に務め
て３年目の優子さん。入浴介助など、体力を必要と
する仕事が多くても、入所者の「ありがとう」の一言
で癒されるそうです。

ゆ う

て いお だ し ま い ち

た か は し こ

でん歩
に共

05 年 交差点



　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

国
民
健
康
保
険

税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
市
か
ら
督
促
状

を
送
付
し
ま
す

納
付
相
談
や
指
導
が
行

わ
れ
て
も

な
お
滞
納
が
続
く
場
合
に
は

有
効
期
限
の
短
い
短
期
被
保
険
証
が
発
行

さ
れ
ま
す

納
期
限
か
ら
一
年
以
上
滞
納

が
続
く
場
合
に
は
保
険
証
を
返
還
し
て
い

た
だ
き

代
わ
り
に
資
格
証
明
書
が
世
帯

主
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　

　
こ
の
場
合

医
療
機
関
で
保
険
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

か
か

た

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で

十
分
に
注
意
し
ま

し

う

　
納
税
が
困
難
な
場
合
は

滞
納
の
ま
ま

に
せ
ず

早
め
に
横
手
市
納
税
課
（
　
３

２
―
２
５
１
８
）
ま
た
は
各
地
域
局
市
民

生
活
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
災
害
な
ど
や
む
を
得
な
い
特
別
な
事
情

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば

国
民
健
康
保

険
税
が
減
税

ま
た
は
免
除
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
五
期
の
納
期
限
及
び

固
定
資
産
税
四
期
の
納
期
限
は

月

日
水
ま
で
と
な

て
お
り
ま
す
の
で

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い　
ま
た

納
税
課
で
は
口
座
振
替
納
税
を

お
勧
め
し
て
お
り
ま
す

詳
し
く
は

納

税
課
及
び
お
近
く
の
金
融
機
関
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い

　
な
ん
と
な
く
健
康
に
よ
さ
そ
う
だ
か
ら

健
康
食
品
を
取

て
い
る

そ
れ
で
は
無

駄
な
浪
費
を
増
や
し
か
ね
ま
せ
ん

ま
ず

健
康
食
品
を
利
用
す
る
目
的
が
次
の
ど
れ

に
該
当
す
る
か
考
え
て
み
ま
し

う

①

栄
養
の
補
助
（
主
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
）

②
病
気
の
予
防
（
ポ
リ
フ

ノ

ル
な
ど
の
抗
酸
化
物
質
な
ど
）

③

病
気
の
治
療
補
助
（
ハ

ブ
類
な
ど
）

④
ダ
イ
エ

ト

⑤
体
力
増
強

　
①
の
場
合
摂
取
量
を
守
れ
ば
問
題
は
な

い
で
し

う

①
以
外
の
場
合
で
は
科
学

的
な
裏
づ
け
が
必
要
で
す

た
だ
し

動

物
実
験
な
ど
の
基
礎
研
究
だ
け
で
は
ヒ
ト

に
対
す
る
効
果
を
証
明
し
た
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん

特
に
③

⑤
が
目
的
の
場
合

は

医
薬
品
並
み
の
臨
床
研
究
の
デ

タ

が
あ
る
こ
と
が
理
想
で
す

現
状
で
は
科

学
的
根
拠
が
得
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

が

消
費
者
が
そ
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ

と
で
徐
々
に
情
報
が
増
え
る
こ
と
で
し

う　
科
学
的
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
限
り

広
告
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
劇
的
な
効

果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん

　
高
価
な
健
康
食
品
が
効
果
的
と
は
限
り

ま
せ
ん

期
待
す
る
効
果
と
費
用
が
見
合

う
か
ど
う
か
を
考
え
た
う
え
で

ま
ず
少

量
か
ら
購
入
す
べ
き
で
す

副
作
用
の
出

る
可
能
性
も

あ
る
の
で

体
調
の
良
い

と
き
に
注
意

し
な
が
ら
利

用
し
始
め
た

方
が
よ
い
で

し

う

も
し
体
調
が
悪
化
す
れ
ば
す
ぐ

に
中
止
し

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い

ま
た

健
康
食
品
の
な
か
に
は
医

薬
品
と
の
相
互
作
用
に
よ
り

医
薬
品
の

効
果
を
弱
め
た
り
強
め
た
り
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す

病
気
の
治
療
中
の
人
は
利
用

す
る
前
に
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
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年
金

福
祉

税
金

生
活

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
保
税
を
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し

う

横 手 地 域 局
増 田 地 域 局
平 鹿 地 域 局
雄 物 川 地 域 局
大 森 地 域 局
十 文 字 地 域 局
山 内 地 域 局
大 雄 地 域 局

３２－２７０３
４５－５５１３
２４－１１１３
２２－２１５６
２６－２１１５
４２－５１１４
５３－２９３２
５２－３９０４

税務担当電話番号各地域局市民生活課

始
ま
り
ま
す
子
育
て
の
新
サ

ビ
ス

健
康
食
品
と
正
し
く
付
き
合
う
に
は

育
児
手
当

父
子
家
庭
養
育
手
当

目
的
を
は

き
り
さ
せ
ま
し

う

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
を
！

実
際
に
利
用
す
る
場
合
に
は
？

　
市
で
は

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長

と
人
口
の
増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に

平
成

年

月
か
ら

新
た
に
次
の

児
童
福
祉
サ

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は

お
近
く
の
地

域
局
福
祉
保
健
課

へ
申
請
書
を

提
出
し
て
く

だ
さ
い

　　
第
３
子
以
降
の
満
３
歳
の
誕
生
月
ま
で

の
子
ど
も
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

の
方
に

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
５

０

０
０
円
を
支
給
し
ま
す

　
た
だ
し

乳
児
養
育
支
援
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

乳
児
養
育
支
援
金
の
受
給
が
終
わ
り
ま
し

た
ら

忘
れ
ず
に
育
児
手
当
の
支
給
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　　
市
内
に
お
住
ま
い
の
父
子
家
庭
の
世
帯

の
義
務
教
育
修
了
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
の
方
に

手
当
を
支
給

し
ま
す

支
給
額
は
児
童
１
人
に
つ
き
５

０
０
０
円

２
人
以
上
の
場
合
は
１
人
に

つ
き
２

０
０
０
円
を
加
算
し
た
額
で
す

　
た
だ
し

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
規
定

す
る
額
に
よ
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で

ご
注
意
く
だ
さ
い

　※
児
童
福
祉
サ

ビ
ス

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
地
域
局
福
祉
保
健
課

ま
た
は

横
手
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課
（
大

森
庁
舎
内
　
２
６
―
２
１
１
３
）
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い

相談窓口

　
保
険
料
の
納
付
は

手
間
が
か
か
ら
ず

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る
「
口
座
振

替
」
が
便
利
で
す

「
口
座
振
替
」
は
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

　
お
申
し
込
み
は

振
り
替
え
を
希
望
さ

れ
る
預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
等
へ

納
付
書

通
帳

印
鑑
（
通
帳
印
）
を
お

持
ち
の
う
え

お
手
続
き
く
だ
さ
い

　　
失
業
な
ど
で
収
入
が
少
な
く
な
り

保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

「
保

険
料
の
免
除
制
度
」

歳
代
の
方
で
納

付
が
困
難
な
場
合
は
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
の
方

の
場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す

　
黙

て
未
納
に
な
る
の
で
は
な
く

ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

   

  　
保
険
料
の
納
付
は
年
金
給
付
を
受
け
る

た
め
に
大
変
重
要
で
す

納
期
か
ら
２
年

を
過
ぎ
る
と

そ
の
分
の
納
付
が
出
来
な

く
な

て
し
ま
い
ま
す

老
後
や
万
一
の

障
害
や
死
亡
と
い

た
事
故
の
場
合
に
給

付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し

う

　
詳
し
く
は

お
近
く
の
地
域
局
の
市
民

生
活
課
及
び
本
庁
　
国
保
年
金
課
（
　
３

５
―
２
１
８
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

くらしの情報 くらしの情報



●お知らせのページ●

お
し
ら
せ

催　

し

　

火
災
の
発
生
が
多
く
な
る
こ
の
季

節
。11
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
を
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
実
施
期
間
と
し
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
活
動
を
全
県
一
斉
に

行
い
ま
す
。県
民
の
皆
さ
ん
、
命
を
守

る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

<

３
つ
の
習
慣>

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら

　

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　

と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

<

４
つ
の
対
策>

○
住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る

○
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

○
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

　

守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制

　

を
つ
く
る

　

〜
県
総
合
防
災
課
か
ら
〜

　

11
月
に
入
る
と
、い
つ
雪
が
降
って
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
道

路
は
い
つ
凍
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。こ

の
季
節
は
、
道
路
の
路
面
状
況
の
変

化
が
激
し
く
、毎
年
夏
タ
イ
ヤ
使
用
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
に

よ
る
渋
滞
が
発
生
し
、道
路
利
用
者
の

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。自
分

自
身
の
安
全
た
め
、
み
ん
な
の
安
全
の

た
め
に
、
早
め
の
冬
タ
イ
ヤ
装
着
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

〜
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
か
ら
〜

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。市
内
の
小
学
生
の

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

期　

間　

11
月
３
日（
木
）〜
17
日（
木
）

場　

所　

横
手
サ
テ
ィ
１
階　

問
合
せ　

横
手
税
務
署　

総
務
課

　
　
　
　

☎
３
２
ー
６
０
９
０

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
の
た
め

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

11
月
は
冬
タ
イ
ヤ
装
着
月
間

　

大
館
市
出
身
で
、
新
制
作
派
協
会

の
創
立
会
員
と
し
て
活
躍
し
た
伊
勢

正
義
氏
の
没
後
20
年
を
記
念
す
る
展

示
会
で
す
。50
年
以
上
に
わ
た
る
画
業

を
約
70
点
の
作
品
で
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

12
月
４
日（
日
）ま
で

時　

間　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

〜
午
後
５
時

場　

所　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

　
　
　
　

５
階
展
示
室

観
覧
料　

一
般
８
０
０
円

　
　
　
　

学
生
６
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
４
０
０
円

問
合
せ　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

　
　
　
　

☎
３
３
ー
８
８
５
５

　
「
萌
え
い
づ
る
力 

燃
や
せ
文
化
の

灯
」を
テ
ー
マ
に
、
各
種
展
示
会
、
発

表
会
が
県
内
各
地
で
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
総
合
開
会
式
が
横
手
市
民

会
館
で
多
数
の
高
校
生
の
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
す
。式
典
の
後
、優
れ

た
活
動
を
し
て
い
る
部
、
同
好
会
の

紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
日
頃
の
芸
術
文
化
活
動
の

成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　

11
月
27
日（
日
）ま
で

開
会
式　

11
月
11
日（
金
）午
後
１
時

問
合
せ　

秋
田
県
高
等
学
校
文
化
連

没
後
20
年
伊
勢
正
義
展
開
催
中

講
習・講
座

小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展

　
　
　
　

盟
県
南
支
部
事
務
局
（
湯

　
　
　
　

沢
高
校
内
）

　
　
　
　
☎
０
１
８
３
ー
７
３
ー
１
１
６
０

　

市
内
各
地
域
の
芸
術
文
化
団
体
会

員
の
作
品
を
一
同
に
展
示
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　

11
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場　

所　

秋
田
県
南
部
老
人
福
祉
総

　
　
　
　

合
エ
リ
ア

問
合
せ  

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　
　
　
　

課(

雄
物
川
庁
舎
内
）

　
　
　
　

☎
２
２
ー
２
１
５
５

う
つ
病
に
関
す
る
講
座

　

市
町
村
合
併
を
記
念
し
、
第
１
回

横
手
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
開
会
式

対
象
者　

横
手
市
在
住
の
方
、
ま
た

　
　
　
　

は
横
手
市
に
勤
務
・
通
学

　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
方

場　

所　

横
手
体
育
館
（
旧
広
域
圏

　
　
　
　

民
体
育
館
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
　
　
　

横
手
体
育
館

　
　
　
　

☎
３
３
ー
２
１
０
２　

　

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
う「
男
女

共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
す
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
す
。映
画「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」

の
上
映
や
、
瀬
地
山
角
さ
ん
に
よ
る
講

演「
お
笑
い
ジェン
ダ
ー
論
〜
人
と
人
と

の
か
が
や
く
未
来
へ
〜
」
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。ご
一
緒
に
男
女
共
生
社

会
に
つい
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

11
月
５
日（
土
）正
午
開
場

場　

所　

県
児
童
会
館

参
加
料　

無
料（
要
申
し
込
み
）

問
合
せ　

秋
田
市
役
所
男
女
共
生
・

　
　
　
　

次
世
代
育
成
支
援
室

　
　
　
　
☎
０
１
８
ー
８
６
６
ー
２
１
４
１

　

菅
江
真
澄
の
歩
い
た
風
景
か
ら
地

域
活
性
化
の
源
を
探
り
、地
域
づ
く
り

と
観
光
振
興
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。前
秋
田

県
立
博
物
館
館
長
の
富
樫
泰
時
氏
に

よ
る
「
菅
江
真
澄
の
風
景
」
と
題
し
た

講
演
や
ス
ラ
イ
ド
映
写
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
12
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会　

場　

か
ま
く
ら
館

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
岩
手
横

　
　
　
　

軸
連
携
交
流
会

　
　
　
　
☎
０
１
９
ー
６
９
１
ー
２
３
３
３

　

横
手
市
内
の
小
・
中
学
生
が
、合
唱

や
合
奏
な
ど
、
ク
ラ
ブ
や
部
活
動
で
練

習
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
25
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

横
手
市
民
会
館

問
合
せ　

旭
小
学
校　

向
井

　
　
　
　

☎
３
６
ー
１
０
２
０

　

女
性
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
自

主
サ
ー
ク
ル
で
組
織
す
る
「
Ｙ
パ
ル
利

用
団
体
連
絡
協
議
会
」
の
皆
さ
ん
が
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

各
種
芸
能
発
表
、作
品
展
示
、バ
ザ
ー

な
ど
の
ほ
か
、元
国
会
議
員
の
川
俣
健

二
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す
。

日　

時　

11
月
11
日（
金
）・
12
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
横
手
市
本
町
３
ー
30
）

問
合
せ　

市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当 

松
本
、浦
部

　
　
　
　

☎
３
３
ー
３
９
９
５
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　10 月 1 日から、羽後交通バス路線の停留所の名称が次
の表のとおり変更となっています。乗り降りの際は十分
ご注意ください（※表記の変更等、軽微なものは掲載を
省略させていただきます。例：樋の口→樋ノ口）。

問合せ　羽後交通横手営業所☎32-2265

　　 変更前
市役所前
交流センター前
技術専門学校前
増田役場前
尾勝田橋
ＪＡ平鹿町前
大森役場前
ニュータウン宝竜
山内村役場前
南郷保育所前
粕小瀬
大雄村住宅前
大雄村役場前

 地域名
横手

増田町
平鹿町

大森町
十文字町
山内

大雄

　　 変更後
横手地域局前
市役所前
養護学校前
増田地域局前
小勝田橋
新町
大森地域局前
宝竜町
山内地域局前
学習交流センター前
粕子瀬
東団地前
大雄地域局前

羽後交通のバス停留所 名称が変わりました

入居条件　公営住宅法に定める入居者資格を有している必要があり
　　　　　ますので、事前に下記までご確認ください
入居予定　12 月上旬
申込方法　各地域局建設課にある申込書に必要書類を添付して、11 月
　　　　　11 日（金）までにご提出ください（郵送不可）
問 合 せ　市建築住宅課（十文字庁舎内）☎42-5121
　　　　　または各地域局建設課

市営住宅の入居者を募集します

 地域名
横手

平鹿町

雄物川町
十文字町
増田町

家賃（円）
13,200 ～
16,400 ～
4,500 ～
20,200 ～
4,700 ～
26,400 ～
7,300 ～
19,100 ～

募集戸数
1
1
1
1
1
1
2
1

間取り
2DK
2LDK
2DK
3LDK
2LK
3LDK
2DK
2LDK

築年度
S58
S63
S48
H2
S42
H16
S46・49
H5

名　称
南朝日が丘住宅
 〃 （セカンドⅠ）
第二道川住宅
諏訪野団地
平鹿新町団地
下鶴田団地
上掵団地
月山団地

①公営住宅

※家賃は所得額によって異なります。

②特定公共賃貸住宅
 地域名
大森

家賃（円）
50,000

募集戸数
1

間取り
2LDK

築年度
H10

名　称
特定西野住宅

横
手
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

横
手
市
小
中
学
校
音
楽
発
表
会

女
性
セ
ン
タ
ー 

Ｙ
パ
ル
ま
つ
り

し
あ
わ
せ
実
感
男
女
フ
ォ
ー
ラ
ム

横
手
市
交
流
美
術
展

羽
州
街
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
保
呂
羽
山
霜
月
神
楽
」

秋
田
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

地
域
づ
く
り
公
開
講
座

　

霜
月
神
楽
は
、
保
呂
羽
山
波
宇
志

別
神
社
に
伝
わ
る
神
事
で
、
１
２
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、純
神
道
の
湯

立
神
楽
と
し
て
は
日
本
最
古
の
も
の

で
す
。毎
年
、11
月
７
日
の
夕
方
か
ら
、

古
式
に
の
っ
と
っ
た
三
十
三
の
神
事
が

夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
ま
す
。歴
史
的

神
楽
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

大
森
地
域
局
生
涯
学
習
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
☎
２
６
ー
４
０
７
３

　

秋
田
県
の
自
殺
率
は
、
10
年
連
続

で
全
国
１
位
で
す
。自
殺
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る「
う
つ
」に
つい
て
、正
し
い
知

識
や
情
報
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

11
月
17
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場　

所　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講　

演　

①「
う
つ
病
を
理
解
す
る
」

　
　
　
　

②「
う
つ
病
と
上
手
に
つ
き

　
　
　
　

あ
う
た
め
に
」

問
合
せ　

秋
田
県
雄
勝
地
域
振
興
局

　
　
　
　

福
祉
環
境
部
企
画
福
祉
課

　
　
　
　
☎
０
１
８
３
ー
７
３
ー
６
１
５
５

　　
「
川
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

が
テ
ー
マ
で
す
。過
去
に
何
度
も
洪
水

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
岩
手
県
旧
川
崎

村
の
人
々
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講

演
や
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
８
日（
火
）午
後
２
時

場　

所　

湯
沢
市
文
化
会
館

問
合
せ　

湯
沢
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

地
域
づ
く
り
相
談
室

　
　
　
　
☎
０
１
８
３
ー
７
３
ー
５
３
０
０

　

新
た
な
趣
味
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け

や
、
生
活
向
上
の
お
手
伝
い
に
な
る

こ
と
を
願
い
、教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
26
日（
土
）午
後
１
時

場　

所　

県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

持
ち
物　

花
き
り
ハ
サ
ミ
、
ま
た
は
料

　
　
　
　

理
用
ハ
サ
ミ

受
講
料　

無
料

申
込
み　

11
月
11
日（
金
）ま
で
、
日

　
　
　
　

本
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
㈱
渡

　
　
　
　

辺
（
☎
０
２
２
ー
７
１
２

　
　
　
　

ー
８
０
６
０
）ま
で



募
集
人
数　

理
学
療
法
士　
　

１
人

　
　
　
　
　

作
業
療
法
士　
　

１
人

　
　
　
　
　

臨
床
検
査
技
師　

１
人

応
募
資
格　

・
昭
和
55
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　
　

以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
　
　
　

・
通
勤
に
支
障
の
な
い

　
　
　
　
　
　

範
囲
に
居
住
で
き
る

　
　
　
　
　
　

方

　
　
　
　
　

 

・
理
学
療
法
士
、
作
業

　
　
　
　
　
　

療
法
士
ま
た
は
臨
床

　
　
　
　
　
　

検
査
技
師
の
免
許
を

　
　
　
　
　
　

有
す
る
方
（
平
成
18

　
　
　
　
　
　

年
３
月
ま
で
に
実
施

　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
各
国
家
試
験

　
　
　
　
　
　

に
よ
り
免
許
取
得
見

　
　
　
　
　
　

込
み
の
方
を
含
む
）

採
用
予
定　

平
成
18
年
４
月
１
日

試
験
日　

12
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

試
験
場
所　

市
立
横
手
病
院
４
階

　
　
　
　
　

会
議
室

応
募
期
限　

11
月
25
日（
金
）

問
合
せ　

市
立
横
手
病
院
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
ー
５
０
０
１

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

雇
用
期
間　

平
成
17
年
11
月
28
日

募　

集

相　

談
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〜
平
成
18
年
３
月
31
日

勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

　
　
　
　
　
（
交
代
で
土
曜
勤
務
あ
り
）    

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
８
時

　
　
　
　
　

30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
早
出
・
遅
出
あ
り
）

報　
　

酬　

日
給
６
、１
０
０
円（
社

　
　
　
　
　

会
保
険
あ
り
）

応
募
方
法　

履
歴
書
に
保
育
士
免
状

　
　
　
　
　

の
写
し
を
添
え
て
市
人

　
　
　
　
　

事
課
ま
た
は
各
地
域
局

　
　
　
　
　

地
域
振
興
課
へ
提
出
し

　
　
　
　
　

て
く
だ
さ
い

応
募
期
限　

11
月
15
日（
火
）

問
合
せ 
市
人
事
課
（
本
庁
南
庁

　
　
　
　
　

舎
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
ー
２
１
６
３　

募
集
人
数　

看
護
職
員　
　
　

３
人

　
　
　
　
　

介
護
職
員
（
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
　
　

２
級
以
上
）　
　

９
人

　
　
　
　
　

調
理
員　
　
　
　

２
人

　
　
　
　
　

歯
科
衛
生
士　
　

１
人

応
募
条
件　

有
資
格
者
で
業
務
経
験

　
　
　
　
　

者（
横
手
市
在
住
の
方
）

採
用
予
定　

平
成
18
年
４
月

応
募
方
法　

11
月
20
日
（
日
）
ま
で
、

　
　
　
　
　

ビ
ハ
ー
ラ
横
手
（
横
手

　
　
　
　
　

市
上
境
字
谷
地
中
１
３

　
　
　
　
　

９
☎
３
５
ー
６
０
２
１
）

　
　
　
　
　

小
田
島
宛
、履
歴
書
を
提

　
　
　
　
　

出
し
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
悩

む
母
親
や
、在
宅
育
児
で
強
い
孤
独
感

を
感
じ
る
母
親
が
増
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

仕
事
や
子
ど
も
を
伴
え
な
い
用
事
な

ど
で
困
っ
て
い
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
」

と
、
そ
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
る「
サ

ポ
ー
ト
会
員
」と
を
結
ぶ
役
割
を
し
て

い
ま
す
。現
在
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
と
し

て
約
１
０
０
人
が
登
録
し
て
お
り
、
温

か
い
人
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。両
会
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
だ
さ
る
方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
希
望

の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
３
５
ー
７
２
１
１

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。期
間
中
、電
話
に
よ
る

全
国
一
斉
相
談
日
を
設
け
、
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
　

時　

11
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号　
０
１
８
ー
８
６
２
ー
６
５
０
３

問
合
せ　

秋
田
県
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　

連
合
会（
法
務
局
内
）

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
ー
８
６
２
ー
６
５
３
１

　

法
律
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
女
性
を
対
象
に
、
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

11
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

定　

員　

４
人（
一
人
30
分
程
度
、予

　
　
　
　

約
が
必
要
で
す
）

場　

所　

市
民
会
館
研
修
室

問
合
せ　

県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　
☎
０
１
８
ー
８
３
６
ー
７
８
４
６

　

交
通
事
故
、家
庭
内
暴
力
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
心
配
事
に
つ
い
て
、
裁
判

所
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

関
係
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
17
日（
木
）

　
　
　
　

12
月
８
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　

横
手
支
部

問
合
せ　

横
手
調
停
協
会

　
　

☎
３
２
ー
４
１
３
０

十
文
字
保
育
所
臨
時
保
育
士
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集

ビ
ハ
ー
ラ
横
手
職
員
募
集

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

無
料
法
律
相
談

調
停
無
料
相
談
会

市
立
横
手
病
院
職
員
募
集

訂
正
と
お
わ
び

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て

各
世
帯
に
配
布
し
た
印
刷
物
の
記

載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。次

の
と
お
り
訂
正
し
、お
わ
び
い
た
し

ま
す
。

　

横
手
市
郵
便
番
号
一
覧
の
１

ペ
ー
ジ「
鍛
治
町
」は
、「
鍛
冶
町
」の

誤
り
で
し
た
。ま
た
、
合
併
に
伴
い

変
更
に
な
っ
た
地
区
と
し
て
２

ペ
ー
ジ
「
大
雄
六
町
東
」
お
よ
び
３

ペ
ー
ジ
「
十
文
字
町
谷
地
新
田
」
と

あ
り
ま
す
が
、こ
の
２
地
区
は
従
来

ど
お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
生
活
便
利

帳
の
防
災
避
難
場
所
一
覧
の
電
話

番
号
で
、
４
ペ
ー
ジ「
増
田
高
等
学

校
４
５
ー
２
０
３
７
」
は
「
４
５
ー

２
０
７
３
」、
５
ペ
ー
ジ
「
大
森
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
６
ー

２
１
１
１
」は「
２
６
ー
３
２
９
０
」、

「
山
内
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
５
３
ー

５
３
０
０
」は「
５
３
ー
５
２
０
０
」

の
誤
り
で
し
た
。ま
た
、
37
ペ
ー
ジ

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の

問
い
合
わ
せ
先「
秋
田
県
南
部
福
祉

事
務
所
☎
３
２
ー
３
２
９
４
」
は 

「
市
各
地
域
局
福
祉
保
健
課 

ま
た

は
子
育
て
支
援
課
☎
２
６
ー

２
１
１
３
」の
誤
り
で
し
た
。

　

健
康
の
駅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、11
月
６
日（
日
）お
よ
び

13
日
（
日
）
を
臨
時
休
館
日
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

すこやか福祉まつり2005 ～すこやか健康フェア～
日　時●11月6日（日）午前10時30分から
場　所●すこやか横手（横山町）
内　容●バザー、模擬店、介護・福祉車両体験ほか
問合せ●すこやか横手☎33-7777

第15回横手マンドリンクラブ定期演奏会
日　時●11月5日（土）午後6時30分開演
場　所●横手市民会館（南町）
入場料●500円
問合せ●荻田☎32-9438

出雲さとみ第3回箏曲演奏会
日　時●11月23日（水）午後3時30分開演
場　所●ふれあいセンターかまくら館（中央町）
入場料●2,000円
問合せ●出雲☎32-7055

とっぴんぱらりのプー 第 60回 昔語りの会
　秋の夜長、子どもたちとの語らいを。
日　時●11月26日（土）午後1時30分から
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
問合せ●尾形☎32-0630

ナンの館 月例将棋大会
日　時●11月6日（日）午前10時から
場　所●軽食喫茶「ナンの館」（十文字町梨木）
会　費●1,000円（昼食付き）
問合せ●佐藤☎090-3365-2720

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです
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増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
ま
ん
が
美
術
館
）

●横手市長選挙
●五十嵐市長抱負を語る
●市議会議員選挙
●行政情報便

増田ふれあいプラザ（まんが美術館）
■

■

■

休 館 日

開館時間

入 館 料

毎週月曜日（ただし月曜日が
祝祭日の場合は翌日）
午前９時から午後５時
（午後４時30分まで入館くだ
さい）
無料

●お知らせ
●いどばたプラザ

増　田

横
手

108

342

13

★

増田

湯沢市

十文字

平鹿

十文字IC

十文字駅

醍醐駅

皆
瀬
川

増田地域局

十文字地域局

真人公園

ゆっぷる 雄
平
東
部
広
域
農
道

湯
沢
横
手
道
路

V
O
L・1

　

今
月
か
ら
始
ま

た
「
ぶ
ら
り
横
手
」

で
は

８
市
町
村
の
魅
力
あ
る
施
設
や
観

光
名
所
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

１
回

目
は

増
田
地
域
の
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ（
ま
ん
が
美
術
館
）で
す

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は

平
成
７
年
10
月

全
国
で
は
初
め
て
「
ま
ん
が
」
を
テ

マ

に
し
た
美
術
館
と
し
て
オ

プ
ン

増
田

地
域
出
身
の
漫
画
家
矢
口
高
雄
氏
の
監
修

に
よ
り
建
設
さ
れ
た

館
内
に
は

国
内

外
の
著
名
な
漫
画
家
の
原
画
を
常
時
展
示

そ
の
ほ
か

矢
口
氏
の
ア
ト
リ
エ
（
作
業

現
場
）
を
再
現
し
た
コ

ナ

ま
ん
が

の
単
行
本
や
週
間
漫
画
等
を
自
由
に
読
む

こ
と
が
で
き
る
コ

ナ

が
用
意
さ
れ
て

い
て

ま
ん
が
文
化
と
そ
の
魅
力
を
存
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

ま
た

春
の

大
型
連
休
や
夏
休
み
期
間
中
に
は

特
別

企
画
展
も
開
催
さ
れ
て
お
り

国
内
で
も

数
少
な
い
多
様
な
漫
画
文
化
を
紹
介
す
る

施
設
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
は

ま
ん
が
美
術

館
の
ほ
か
図
書
館
も
併
設
さ
れ
て
い
る

５
０
０
人
収

容
の
コ
ン
ベ

ン
シ

ン
ホ

ル

大
小

の
研
修
室
も

あ
り

子
ど

も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ

ん
の
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
目

的
で
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る

取
材
当
日
も

地
元
中
学
校
の
定
期
演
奏
会
や
増
田
地
域

セ
ン
タ

の
ミ
ニ
企
画
展
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
た
め

玄
関
ホ

ル
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た

　

今
年
７
月
に
は
開
館
10
年
で
来
場
者
が

１
０
０
万
人
を
突
破

一
年
を
通
し

た

く
さ
ん
の
催
し
物
が
予
定
さ
れ
て
い
て

常
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
増
田
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ

今
後
も
新
市
の
観
光
拠
点
施
設

と
し
て

ま
た

世
界
に
向
け
た
ま
ん
が

文
化
の
発
信
基
地
と
し
て
大
い
に
活
用
さ

れ
そ
う
で
す

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
来
館
を

スロープで構成された美術館内


